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学位論文‘'Immnoreactivityand receptor expression 
of insulin-like growth factor 1 and insulin in human 
adrenal tumors: An immunohistochemical study of 
94 cases"を主論文とし，参考論文12編を添えて，長崎
















IGF-I， IGF-I receptor， insulin receptorでは，皮質
癌が腺腫や褐色細胞腫より強く染色された。③皮質癌
においては， IGF-I， insulinともにそれぞれの recep-
torと染色性の強さが関与した。また，分化度の高いも
の程，IGF-Ireceptorの発現が強くなった。④CUSH-
ING症候群を伴う腺腫と褐色細胞腫は， CONN症候
群を示す腺腫に比べ insulinreceptorの発現が有意に
強い。以上の結果から，副腎皮質癌においては IGF-I
とinsulinはいずれも autocrine機構により細胞の増
殖に関与している可能性が示唆された。また， IGF-I 
receptorは癌細胞の増殖のみでなく，その分化にも関
与すると考えた。
本研究は，稀な副腎皮質癌を含めた副腎腫虜におけ
る細胞増殖因子 IGF-lとInsulinに関する最初の報告
であり，これらの増殖因子が副腎皮質癌の増殖や分化
に関与している点を始めて指摘した。また機能発現に
関しては皮質癌よりも腺腫や褐色細胞腫において関連
を持つことを明らかにした。これらの結果は副腎腫蕩
の増殖や分化あるいは機能発現に関して貴重な知見を
提供したものである。
医学研究科委員会は，審査委員の報告にもとづき，
これらを討論に付して審査した結果，本研究は医学の
進歩に貢献するところ大であって学位に値するものと
して合格と判定した。
審査担当者主査教授 田口 尚
，副査教授斉藤 泰
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